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平成３１年度木津川市国民健康保険特別会計予算概要 

 

 

予算概要 

平 成３１ 年度の 国民 健康保 険特別 会計 の予算 は、歳 入歳出それぞれ        

７１億４，２９２万５千円となり、平成３０年度の当初予算と比較して３．５％、     

２億４，２０１万４千円の増額となった。 

  増額の主な要因は、保険給付費、国民健康保険事業費納付金の増加等によるものです。 

 

１．歳 入 

（１）国民健康保険税 

国民健康保険税については、前年度と比較して６７７万６千円（０．５％）の増

額となる１４億５，７５９万２千円を計上した。 

なお、現年度分に係る被保険者一人当たりの国民健康保険税は、９０，４７０円

で、前年度と比較して１，５８２円（１．８％）の増となった。 

 

（２）府支出金 

  ① 保険給付費等交付金 

保険給付費等交付金のうち普通交付金は、保険給付費に計上される療養    

給付費、療養費、高額療養費、高額介護合算療養費、移送費について交付     

されることから、前年度と比較して９，０４３万４千円（１．９％）の増額となる

４９億３，１５０万８千円を計上した。 

特別交付金は、「保険者努力支援分」として２，８８０万５千円、「特別調整交付

金分」として３，００６万２千円、「府繰入金分」として１，４１６万１千円、「特

定健康診査等分」として１，６９４万６千円の合計８，９９７万４千円を計上した 

（対前年度比１，４０６万２千円（１８．５％）の増額）。 

     ② 財政安定化基金交付金 

    財政安定化基金交付金（１千円（前年度同額））は、災害等のやむを得ない事情に

より国民健康保険事業に係る財源が確保できない場合に、府の財政安定化基金から

交付を受けるものである。 
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（３）繰入金 

  ① 一般会計繰入金 

一般会計繰入金については、「保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）」、「同（保険

者支援分）」、「職員給与費等繰入金」、及び「財政安定化支援事業繰入金」で、それ

ぞれ国が示す基準に基づき算出の結果、増額となった。 

一方、法定外の繰入金である「その他一般会計繰入金」は、前年度と比較して 

△１，８７７万７千円（△１７．５％）の減額となった。 

一般会計繰入金は、前年度と比較して△８０３万円（△１．５％）の減額となる

５億１，１７７万４千円を計上した。 

     ② 基金繰入金 

    基金繰入金については、財政調整基金繰入金として１億３，４８２万３千円を、

出産費貸付基金繰入金として３３６千円を計上した。 

 

２．歳 出 

（１）総務費 

事務執行に係る経費である総務費については、２年に１度の被保険者証更新等に

係る費用の増加により、前年度と比較して２０１万６千円（６．３％）の増額とな

る３，３９８万４千円を計上した。 

 

（２）保険給付費 

保険給付費（療養諸費・高額療養費・移送費・出産育児諸費・葬祭諸費・     

精神結核医療付加金）については、府の標準保険料率データを参考に、過去の   

実績等を踏まえ、前年度と比較して９，００６万円（１．８％）の増額となる    

４９億９，４３７万２千円を計上した。 

 

（３）国民健康保険事業費納付金 

    府に支払う国民健康保険事業費納付金は、前年度と比較して１億５，２５３万  

８千円（８．４％）の増額となる１９億６，８１５万７千円を計上した。 

    京都府は、本納付金と、国等からの交付金等により、市町村に保険給付費等交付

金普通交付金を支払うとともに、社会保険診療報酬支払基金に、介護納付金、前期

高齢者納付金、後期高齢者支援金等を支払います。 
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（４）保健事業費 

保健事業費については、過去の実績を踏まえ、総合健康診断補助金事業に係る見

込み人数の増加等を見込んだことから、前年度と比較して３３２万２千円（２．８％）

の増額となる１億２，３３０万３千円を計上した。 
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